
B. RUSSELL 『ギリシア語練習帳』と

テキスト･プロセッシング

公 平 珠 窮

B.ラッセルの『ギリシア語練習帳』と呼ばれる,日記の存在に気付く

のは一般の読者ならたいてい"My Mental Development" (1944)に於

ける彼自身の言及,あるいはMy Philosophical Development (1959)

に於いて発表されたこの日記の中の11項目,そして最も詳細なものは『自

叙伝』 (1967)第一巻に所載のものによってであろう(1)｡少なくとも私自

身はそうであった｡ところが昨年(1983)に至って,遠大な計画の下で漸

く刊行が開始されたThe Collected Papers of Bertrand Russellの第

一巻Cambridge Essaysに於けいてラッセ/レの初期の著作の第一番目の

ものとしてこの Greek Exercises 〔1888-89〕が完全な形で提示される

に至った｡青春時代のラッセルの宗教観を知るのに最も貴重なこの資料の

分析を最終目標に置いて,ここに<余滴>と言うinformalな形で,テキ

ストの分析を前号で述べた英文ワード･プロセッサのみを利用して試みた

ものを紹介させて頂く｡

1.両親と早く(3才の時に)死別し祖母の館(Pembroke Lodge)で

育てられた,ラッセルはケンブリッジ大学へ入学するまでは所謂学校教育

は受けずに,専ら家庭教師から手ほどきを得,あとは旺盛な読書によって

知識を獲得したと言う｡彼の論理主義･科学主義的面を連想しがちな読者

は,後年の既成キリス†教に対する烈しい攻撃ぶりに圧倒されて,彼の宗
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数的省察の深さをつい見逃してしまい勝ちだが,大学入学前の15才の少年

の真筆な精神的模索の文章に接する時,この面での彼の苦悩と精神的努力

を深く知らされるのである.

家族,掛こ祖母(Lady Russell)の教えるキ1)スT教宗教観に次第に

疑問を抱いてきたラッセルは,周囲の者にぶつける懐疑の質問がただ噺笑

を持って迎えられるだけと覚ると,口に出して言えぬ思いや不安の捌け口

として日記を付け始めた｡ 『ギリシア語練習帳』がその日記であるoその

名称は,啄木のローマ字日記のように,異端的思想の隠蔽を目的として,

ギ1)シア文字で書いた英文に,彼自ら英語でGreek Exercisesとタイト

ルを冠したことによる｡

『ギ1)シア語練習帳』の第一ページは上記全集に写真コピーとして載せ

られているが,書き始めの1888年3月3日の分である｡行間には後年にな

ってラッセル自身が書き入れたアルファベットによる(通常の)英語-の

書き換えが添えられている｡我々が接するのは殆ど英文に直された部分で

あるが,この写真コピ-の一貫だけでもこの練習帳が自己の思想隠蔽のた

めの単なる暗号文ではなくて,少なくとも幾分は始めたほかりのギリシア

語の文字どおりの練習帳でもあったとも言えることが分かる｡主目的であ

る隠蔽のためのギ1)シア語化は言語学的に言えば,英単語の発音を相当す

るギ1)シア文字に置き換えたのが殆どであると言ってよいであろうが,冒

語学者でないラッセル独自の転写法(transliteration)が随所に見られ

るoギ1)シア語を習い出した15才の少年が,覚えたての原語をそのまま挿

入しているのも当然のことであろう｡その際の文法の誤り･語法の間違い

はかなり見られると言う｡端正かつ明断な英文の書き手として定評あるラ

ッセ)I,の『ギ1)シア語練習帳』はこの点でも貴重ではなかろうか｡さらに

176×226mmのノ-I(96頁)に鉛筆で善かれたこの『練習帳』は,最初の

49ページを占めると言う｡ (残りの頁は所謂雑記帳として使われ,古典･

近代の詩の引用や数式の計算などもあるそうだ｡)内容の詳細は後述する

-70-



予定だが,彼自身が行った何回かの引用においても不正確な個所があり,

月付の間違い(例えば, 4月9日を6日にしている)さえあり･意図的な

場合も含めて省略個所も随分あるようだo

2.以下,形式的面を主として述べるo

『練習帳』は22項目(日記形式だから, 22日分)よりなる｡最後の項目

を除いて, 1888年3月から7月までに善かれている｡最後のく22)は1889

年4月(日付なし)となっている.全項目の日付を,
My Philosophical

~Development (1959)および『自叙伝』第一巻(1968)における引用と

比べて記する｡便宜上日記の日付順に1-22の番号を付す｡ (これは上記

文献Russell (1983)に付されたものと同一である)o

番号 日記日付 MyPbilospbical development

1 3月2日(1888)

2 9日

3 19日

･4
22日

5 4月2日(月曜)

†6
9日

7 14日

8 18日

9 20日

10 25日

11 29日

12 5月3日

13 4日

14 6日

15 8日

16 20日

17 27日

最後の45語省略

なし

全文掲載

全文(最終文に括弧なし)

全文掲載

最初の約90語省略残り全文掲載

全文掲載

全文掲載

全文掲載

なし

後半108語省略掲載

最後の数行のみ掲載

なし

なし

なし

なし

なし
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Autobiography vol. 1

全文掲載

なし

全文掲載

全文(最療文に括弧なし)
全文掲載

同左(日付が6日と記す)

全文掲載

全文掲載

全文掲載

なし

全文(最終文に括弧なし)

最塑の数行のみ掲載
なし

なし

全文(最後のⅢoraceの

引用は省略)掲載

前半約半分のみ掲載

全部掲載



18 6月3日 全文掲載

19 7月15日 なし

20 30日 なし

21 31日 なし

22 4月(1889) なし

(日付なし)

全文掲載

全文掲載

最初の数行省略･途中の

引用詩を含む数行省略し

て掲載｡ 7月20日の日付

を付す｡

なし

なし

この裏を見て, Russellの二つの自叙伝的記述の中での,引用の基準･

その相違をどう解釈すべきだろうか｡内容の詳細な分析はここでは行わな

いが,例えば, 『自叙伝』における<21>の省略は理解に苦しむo下に述

べるように, <20>と<21>はこの日記の主題ともいうべき二つのキー

ワードについて述べたものであるから,後半を省略してしまっては困るの･

である｡あるいは, <22>が両者ともに於いて省略されているのは,まあ

理解できる所である｡約一年後に善かれたこの部分は,この日記のなかで

苦闘した宗教的問題を一応克服した嵐のあとの静けさとも言うべき｢あと

がき｣的記述ともみなせることと, "Nature-worship"と言う語で書き

出されているこの章節に後年(1917)のMysticism and Logicに至る

崩芽が見いだされると言う意味で幾分の照れ臭さの故の省略とも見なせる

からである｡

3.紙面の余裕もないので,この資料のテキスTl ･プロセッシング処理の

一端を示してみよう｡

3.1入力について

プログラムの入力でさえ(絶対必要条件とはいえ)厄介なことなのに,

立派に印刷･製本されているテキス†を入力するのは少々気が重い｡電算

機処理をするためには,機械の中にデータが入力されていなくては何もで
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きない(複写機がやるよう瞬時に入ってしまわないものか)｡異常な寒気

に襲われた今冬,正月の数日を拒煙に入って入力した｡昔では考えられな

かったことだが,まあ進歩はしているのである｡所謂ハンド-ルドPC(2)

(パソコンに当たる英語の略語)を使って入力していく｡横40桁の液晶の

ディス7oレイに数行表示された入力テキストが次々にスクロールしてい

く｡電池でバックアップされているから電源を切ってもデータは失われる

ことはない｡疲れたら休む｡ミススペリングも入力の際に避けられないだ

ろう｡これはあとでスペ/レ･チェックを機械がやってくれるから心配する

必要はない｡しかし,読み飛ばして入力してもチェックはできない｡見直

し･確認はやはり避け難い(3)｡さて拒煙の上のA4型PC (これでも拡鼓

メモリ64K bytesを持つ)に入力は完了した.次ぎに机上のパソコン(4)

に通信機能を利用して直接送り込む｡あとは前回紹介したCP/M (5)上

で動く英文ワープロWordStar (6)を働かすo 入力は既に終わっている

のだから,桁数を設定したり右揃えや印字上の指定などをすれは文書とし

ての処理は終わりなのだが,ここでは資料の分析が目標なのだから,仕事

はこれからである｡オプションとして備えてある SpellStar(7)に登場

を願わなくてはならない｡

3.2 スペ)I,チェックと使用語数のカウント

SpellStarは(ここで使用したものは) 21011語よりなる単語辞書を

内蔵していて,入力文書の単語を比較･対照してミススペルと思われる単

語を拾い出す｡この際,固有名詞や変化形も辞書になけれはmisspe11ed

wordsに入れられる｡指示によってこれらの語には印(flag: 也)が付け

られ,別にそれらの語が文書での出現順に大文字で表示される｡このスペ

ルチェックの際には,同時に現在の文書中の単語総数(重複語を含む),

異なる語の総数,対比した辞書中のチェックされた語数, misspelled

wordsの語数などが画面に表示される｡スペル訂正作業中,文書の先頭

からflagの付けられた語にカーソルが飛び,訂正(Fix)するのか,無
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視(1gnore)するのか,主要辞書に追加(add to Dictionary)するの

か,補遺辞書に入れるのか(add to Supplementary dictionary),バイ

パス(Bypass)する(一応無視して後で処理する)かを聞いてくるから･

それぞれ頭文字(大文字部分)をキー･インすることによって,つぎの

flagつき語の処理に移る｡ここで言う補足辞書とは用意されている主要

辞書にはない語をまとめて専用辞書を別に作るためのもので,専門用語や

特殊な語はここに入れて置くと後日役にたつo (各文書別に補足辞書を作

れるので, Russell辞書,ギリシア語練習帳辞書などができる)｡むろん

Dコマンドで主要辞書に加えることも可能であるが,あまり主要辞書の語

数を増やすと他の文書のチェックの際に処理に手間がかかることになるo

(辞書中のチェック語数が増加するから)｡

3.3 『練習帳』のスペル･チェックと語数カウント

前節の処理によって得られた『練習帳』の各項目(日付別)の語数を示

す｡便宜上, 2節と同様に日記の最初の目付けの項目から最後のものまで

通し番号1-22を付ける｡ (文献で付されているのに従う)｡

番号 縁語数 異なる語の総数

1 146 97

2 150 106

3 198 113

4 235 136

5 286 159

6 318 191

7 304 175

8 317 186

9

10

ll

453 219

287 163

288 166
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番号 総語数 異なる語の総数

12 445 225

13 318 168

14 463 242

15 377 220

16 334 198

17 352 198

18 375 198

19 368 212

20 694 291

21 621 305

22 534 265



むろん,このような表は手作業でもできる｡特に,ここのように比較的

短いテキスT･に於いては｡しかし,異なる語数のカウントは少々厄介かも

しれない｡なによりも,このカウンTlは労力を費やして試みたのではな

く,スペリングチェックを施す際に自動的に副産物として得られるのであ

るoいわば無償のデータなのである,

このカウンTl蓑がどんな意味を持つのか｡些細なことでは,日別の日記

の長さ,それと内容との関係,総語数と異なる語数の比を板って,その比

率の違いと内容との関連性などo例えば,一番長い日記は20香の7月30日

のものである｡長くなったのは,一つには引用詩を含んでいる(この項は

3行,次項21では13行)からでもあるが,内容的には次項(翌31日付)と

共に,自由意志と不死(free will and immortality)についての当時の

彼にとっては核心的･最終的議論を展開しているからである｡この20, 21

の縁語数に対する異なる語数の少なさ(両者とも半分以下)に注目された

い｡ free willやimmortality という語(および主題に関連する語,例

えばsoul)が頓発されているので,縁語数の割りに異語数が伸びないも

のと思われる｡欲をいえば,使用語の出現度数がカウントできれは,より

具体的に使用語と内容との関係が分かるはずだ｡しかしSpellStarでは

この点は自動的には知りえない｡ここではWordStar本体を利用して,

Eimi血ira (1983)で紹介したように,検索･置換コマンドを用いてみた｡

まず,検索･置換コマンド∧QAを与えて, (FIND?に答えて)検索文字

列(ここでは soulとしよう)を入力し, OPTION?に対しては, G

(Global searc血全文対象サーチ), N (Automatic replacement自動置

漢), U (ignoreロpper/lower case 大文字･ ′J＼文字の無視)をキー･

イン, REPLACE WITH?には*soulと答えてRETロRNを押せは,

瞬時にしてテキスTl中のsoulもSoulも*soulに置換されてしまう.

この*soulを勘定するのがまだ不安(自信がないの)なら, ∧QFコマン

ドを与えてFIND?に対して*soulと答えると第一の検索語*soulに
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カーソルが移るから,以後∧L (Find (&replace) again)を検索語の尽

きるまで(NOT FOロNDと表示される)打鍵する｡ <Lの打鍵回数+1が

*soulの出現回数と言うことになる｡なお, immortalもimmortality

も共に検索したいのなら,検索文字列としてimmortalを入力し, OP-

TION として■W-whole wordsearcbコマンド(語全体が一致している

もののみのサーチ)を与えなけれはよい｡とにかく,このような方法で,

キーワーヅfree will, immortality, soulの出現度数は<20>では,

free will : 11回, immortality : 4回(immortalはない), <21>で

はsoul: 8回, immortality: 4回であった｡但し,少々念を入れて,代

名詞(ここでは,いずれもit)を検索して置いて,その指示語を同定して

置かないと危険である｡ (実際, soulがitで表されていることがこの個

所では1回ある｡)前回にも触れたように,キーワードを含む重要と思わ

れる文･パラグラフ･セクションが見つかったなら,その個所の始めと終

わりで∧KBおよび<KK と入力することにより ブロックを作る(画面

上は反転表示)｡このブロックは<KWによって任意のファイ/レ名を付し

てディスクに書き込めるので,いつでも<KRコマンドで呼出し,引用

したり,印刷処理をすることができる｡所謂この"電子式切り貼り"機能

は文献処理で重要な,使い道の多い価値を有するものと思う｡

(昭和59年5月20日)
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注

(1) Russell白身の『練習帳』への最も古い言及ほ,婚約者Alys P. Smith

への書簡にあり,後述の分類に従えば, 8項目が抜粋された書簡が保存されて

いると言うo 印刷･発表されたものでは, Russel】 (1938)中の引用が最初だ

と思われ,そこでほ第5項目(4月2日付け)の中間から末尾の一部残した部

分が抜粋され,神の存在と自由意志の両立皆の田難さが,論じられている｡

(2) (機種名) PC-8201 (NEC製)

(3)再入力の労を厭わないのなら,同一文書を再入力して(例えば, GI(20. old

に対しGI(20. newと言う)ファイルを作り, CPノM-86上でCOMP. CMD

を実行する方法もある｡二つの文書のアスキー･コードによる表示が示される

が同一個所は新文書においては単にドット( ･ )で表されるので相違点が分か

る筈だが,どちらかに一個所でも脱落があれば以律すべて相違があると見なさ

れるから,一目瞭然とは言い難い｡ SpellStarの如きスペリング.チェッ

ク･プログラムを使用する際の注意点として,英語辞書にある僅かの差異の有

る語の誤入力の危険がある｡この日記に頻出するimmortality の代わりに

immoralityと入力しても無論チェックにパスする｡因に, <14>でほim-

mortalityが7回, immoralityが1回出現する｡

(4) (機種名) PC-9801 (NEC製)

(5) CP/M-86 (for PC-9801) Versio工1 1.1 (1982) Digital Research lnc.

/Nippon Electric Co. Ltd.

(6) WordStar release 3. 21 (Micro Pro lnternational Corp.)

(7) SpellStar release l･ 20 (Micro Pro International Corp.)

(1984年5月24日受理)
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Text-processing as exemplified in Russell's

=Greek Exercises"

KIMIHIRA Tamami

A brief example will be shown of a text-processing approach

to literary documents. The document used here as a sample is

ち. Russell's "Greek Exercises.
〃

They are a journal written at

the age of fifteen using Greek characters for the sake of secrecy;

the contents are chiefly concerned with his growing doubt about

religious beliefs taught to bin. As for texトprocessing aspects,

my attention will be focussed on comparing various versions of

the journal and counting
key
words by means of a word proces-

sing program on a microprocessor without any recourse to

sophisticated data-processing software.
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